
1 開催概要

1)名称・愛称   正式名称 1第 39回全国都市緑化北海道フェア

2)基本理念 基本方針

開催理念

豊富な森林湿療や湖沼等の雄大な自然に恙まれた,ヒ 海道。
日 の々生,1の場においても自然は身近な存在であり、花や線を愛でるこが、

暮らしに潤いを与え、安らざと生き甲実につながってぃる。

市民の主体的な花と緑の活動が続けられてきた息庭市。

その実績は、・まちづくり…ひとづくり・に大きな成果を生み、

地域社会の元気の源となっている。

これまて築きあげられてきた'恙 庭の花の文化 市民の文化・の懇力が集約され

臭なる飛躍の地となる「花の拠点」をメイン会場に、北海道の花と緑の文化を

広(全 l●lに 発億する全国都市縁化フェアを開催します。

愛称 |ガ ーデンフェスタ北海道2022

基本 方 針

① ,ヒ 海 道 ならて,■ の花とガーデンの魅 力で人 々を

感動させるフェア

② 希望 と活力あ、S、れる・ 花のまちづくり
‐
を次の世 代

に継 承 するフェア

③・ 日々の暮らしの濶 い・・ 地域の絆 …豊かな

地域 社 会 "に つながるフェア

④ 花と縁 の撃組の歴 史と経 緯 を踏 まえ、多様 な主

体 が効 果的 に連 携するフェア

会 場

7)入場方式 メイン会場 :無料  /協 賛会場 :各事業主体の入場方式による。

8)概算事業員 :おおむね 7億円 /目 標来場者散 :期間中約 3o万人 (メ イン会場 )

9)シンボルマーク :ひと目でJヒ海道とわかる形であり、花と緑を愛する人の姿を表す。

10)イメージキャラクター :「 ガーデンフェスタ北海道フレンズ」としてPR'舌動を予う。

口来訪者は、隣接する道とす||の駅「花ロードえにわ」や晨

畜産物直売所「かのな」において、意庭や北海道の

「食」も楽しむことができる。

■公共交通機関や徒歩での来場が容易な会場配置と

し、自家用車での来場をIpぇる。

3)開催テーマ  『花と緑 ～恵みの庭を人がつながるJヒの大1也から。』

4)主催者等   提唱 :国土交通省 /主 催 :Jヒ海道、恵庭市、公益財団法人都市緑化機構

5)開催時期   令和 4年 6月 25日 (土)から7月 24日 (日 )まで
ア北 :“Fフ エア開催時のeF型 コElナ ウイルス等感染症の1六況や その時り煮における国 l● 恵″ わの対処方ミ十簿に薔

2 会 場 計 画    

つき刷 神 策を田あ ことで は 拡大捌 制げ めるつ とち .

「メイン+まちなか会場」会場計画

特徴 r花の拠点整備事業と恵庭かわまちづくり事拠 の連携

: 「 口Jし海道を代表するガーデナーがデザインした7つのガー  ロ隣接する漁り||(い ざりがわ)の
'可

川区域との連携によ

デンからなる花の拠点 (はなふる)をメイン会場とし、そ   り、花と緑のみならず、川と触れ合える機会を創出し、花

れそれ特色あるガーデンを楽しんでいただくほか、センター  と緑の大切さはもちろん、川や水の大切さについても学ぶ

ノヽウス内観光案内所の活用により、北海道内の周遊も  ことができる。

促すことが可能。                 口仮設駐車場を確保し、周辺交通への影響を抑える。

咆えびメん驚ミ〕ζ"ぃんrキュン√`11キャラクタを罫藁

特徴② メイン会場を中心に恵庭市内の″
花のまちづくりの魅力

″
や

″
市民の日々の活動

″
を巡り楽しみ実感できる会場構成

休憩エリア①・にぎわい□路

西側 (道 と川の駅側)のにぎわいのソーンです。
「アーヵィフブElムナー ト」 (ま恵庭の花のまちづ

くりのあゆみを紹介する園路、常設ステージ周

辺、中央広場の外周回路は、飲食 物販や各種公

演も行われます。

議摯藝酪||■雌
フつのカーデ ンに囲まれた中央芝生広場。開放的

な空間にはステージや牧車□―ルアー トの展示

が、周囲の回路 はハンギ ングバスケッ トやコンテ

ナカーデンが彩ります

中 ルi鋤ずI争,1輩:

花の拠点 (はなふる)のメインエリアです。北海

道を代表するカーデナーによるフつのガーデンが

あります。それそれのガーデン(ま趣向を凝らして

設計し、個性B勺 に作り上げられてぃます。

休憩エリア②

Iよ
お

一̈
卜　ヽ
“

ビクニックガーデン

花の拠点 (はなふる)の東側、かわまち

づ くり区域のビクニックガーデンは、

子供が楽 しめる、ふれあいの場所です「

~T「

鰤 ‖
漁川の河川区域では、地元の幼児や児童

らの参加によるたねグンコ花壇等を設け
生徒、市民

彩 ります。

メイン会場・まちなか会場
花の拠点・中島公園、隣接する河り空間及びまちなか会場《市内の花のまちづくりの活動地1或》

(恵庭市 )

協贅会場 えこりん村、サッポロビール北海道工場、恵庭ふるさと公園、ルルマップ自然公園ふれら

んど (恵庭市)イ コロの森 (苫ノ」ヽ牧市)、 いわみざわ公園 (岩見沢市)、

ゆにガーデン (夕 張郡由仁町)、 国営滝野すずらん丘陵公園 (札幌市南区)

ウボポィ (民族共生象徴空間)(白老郡白老町)、 真駒内公園 (札幌市南区)他各道立公ロ

ぼど

スボット会場 EIRや公共空 Fo5、 イベン1唸行う会場など

(¶゛
l

閻



3.事業計画

(1)植物■遺計画

◆花とは[間する地tカイ業の振興、捧らしに身y「 な花と浄,tl tti,■ Fl■ |こつながるfi組 み1'くり
。 道内の花き、樹木の特徴や生産状況を踏まえつつ、生産団体等との連携協力により安定的な供給の確保とともに、北海道の花き

国芸産業のさらなる活性化を図る。

・ 悪庭市花苗生産組合やその他遺内の花き関係事業者等で構成する「 (仮称)ガーデンフエスタ北海道 202241E物調達協議

会」の設立を検討する。

(2)農示・出晨計画

◆花と縁のまちつくり1ご おける物8勺 人的資産をよ0大 1き Iり呂かし̀な から北海j:・ 恵走市の1ヽ力を発信りる
。 北海道のガーデンの魅力や豊かなライフスタイルを発僣するとともに、花と緑あふれる響らしやガーデン運動の推進につなお 。

。 人 の々暮らしの質を高める具体的な手法を提案し、花と緑に囲まれた豊かな暮らしへの意識を高める。

・ 花のまちづくりの歴史と成果を振り返り、次世代への継承と新たな文化の創造を図る。

区分                   概要            ‐

主催者展示   「恵庭市の花のまちづくり運動の歴史と成果」を伝える展示等

企業・団体等出晨  北海道の暮らしにあった花と緑の技術提案。企業や団体等による出展庭回

学校出展   地元の小中学生によるコンテナ作品の出震

体験出展(たねグン」等)地元の幼児や小学生の参加によるたねダンゴ花壇

市民参加花壇  花や緑の愛好団体や個人・グループ、学校やボランテイアの参加|はる花壇

ハンギング版 少ット等 個人参加による八ンギング版 ケツト、コン ナガーデン作品

ノ幹ル・作品出展  屋内出晨 :市民の花と緑のパネル・作品展や全国の緑のまちづくり展

(3)観客銹政・広籠●●8f画

◆こと組の魅力で人々 に4餞0を伝え、1し毎瀬やi■i゛ i10)帯iた 4jノ ノンのシ=穴を:」1"
・ 北海道フェアのみならず道内の花の観光促進も霧調刊こ入れた観客誘致を展開する。

・ 緑化活動の拡大、花の産業促進、観光促進に向け、緑化事業や活動を行う企業や市民を中心に積極的な誘客を図る。

・ 北海道および思庭市や各種施設の広報ッールを最大限に活用し、地域に根差し砿 報戦略を展開する。

・ SNSをはじめとする新しいスタイルの広報活動を取り入れる。

(4)行●●「 F回

◆花と緑IIよ り人々が舞い 交流 .∫ う機会を,1に発ださせるととtiに 、次の世rtへ0,承に撃がうとりくみ
。 フェア開催への機運を高めるプレイベントを効果的に実施するとともに、開催期間中では既存催事と運携しながダ花のまちえにわ」

「市民が育むガーデン文化」を伝える催事を展開し、北海道ならではの文化の発信とにぎわいを創出する。

・ 市民が主体となって企画提案する催靴 展開し、「花のまちえにわ」を支える人々の知識と技術の強化を図る。

区分 概 要

プレイベント 慇h」騨爾鼈曇
脚

オープニングセレモニー・閲会式・閉会式

公式行事   内覧会 (各関係者、マ」0デイア等を招待)

全国都市緑化祭 (記念式典、記念植llj、 記念祝賀)

メイン会場および  恵庭市で実施している各種事業との連携
近隣で実施する催事 サポ_夕 _ズわブ企画、運営催事

シンポジウム   花と緑のまちづくりをテーマとするシンポジウムを開催

(5)会場運営計画

◆1,民 参カロによる運営体11で 、来″路をilて なりとともに、安全で誰ちが楽しめる会暢を運営

・ フェアヘの市民参加・ネットワークの拡大や人材の育成も考慮しながら、フェア後の活動につながる組織、体制を構築する。

・ 各サービス施設の効率的な配置・運用をはかり、来場者が不便を感じることなく、花齢 が楽しめる場を提供する。

・ メイン、まちなか、協賛の各会場の1腎報連携を行い、北海道の花と緑のネいワークイ錬 につながる運営を実現する。

(6)交通輸送針画

◆予彗される多くの来努者/D安全 確実・1央通な:,通アクセスヘの対応

。 本フェアで相当数を占めると予想される自家用車対策については慎議な検討を行しヽ 適切な交通輸送の計画を策定する。

・ 公共交通機関利用を喚起する方策等を検討し、道路渋滞の緩和、周辺環境への配慮に努める。

(7)協働推進・人材育成計画

◆llittltよ る花のまちつくり(:先進的に1■り絶む忠注 ちの実111渦かに′、11子1尤り|ろ仕組みづくり
。 フェア開催を契機にさらなる活動の促進と活動者の増幅を目指し、フェアの開催前から舌動者の機運を高めるとともに、フェア後にも

キ墜続できる体市Jづくりや人材づくりを目指す。

・ 北海道フェアの応援団として「サポーターカ万ブ」を結成し、フェア開始前からワークショップ形式を取り入れて緑化フェアについての憲

見交換を主軸に、悪庭らしさ、北海道らしさのあるイベントの実現を目標lc花や線に閲わらず、広く意見を出し合いながら、フエアでの

イベント企画検討やイベントヘの参カロ、ボランティアヘの参カロなどの

'舌

動を行う。

(3)協賛会堀との連携計画

◆名全1男■フェアの)il念 ■ヽテーマ4:l fil′ ′こイ′ヽント省llサ 1,`|オ l● 的111「

=と
1ヽ″ )1ヽプJを伝■る

'舌

動を「Fi場

・ メイ姶 場である悪庭市を中心とした、近隣の花と緑の観光資源及び国営・道立の都市公園等を協賛会場として設定し、各会場

を有機的に結びつけることにより、北海道の花と緑の魅力を発信

・ 適内庭園とは連携イベントの開催や広報宣伝等一体に行いフェアを協力して盛り上↓お 。連携イベントの例として、メイン会場内に

おける協賛会場のPRやスタンプラリー鰤 討する。

4.スケジュール

円滑な事業推進・協力連携等を目的として、経済、観光、造囲等の関連団体等で構成する実行委員会を設立する。


